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第５章 総合考察 
 

 
斑点米カメムシは玄米の品質低下，買い取り価格の下落

を招く重要害虫に位置づけられている．アカスジカスミカ

メは斑点米カメムシの一種であり，同じカスミカメムシ類

のアカヒゲホソミドリカスミカメとともに 2000 年代から

被害が全国で増加した（渡邊・樋口，2006）．その背景

には水田周辺の牧草地や耕作放棄水田などの侵入源の増

加があると考えられている（新山，2000; 伊藤，2004）．

カスミカメムシ類については要防除水準の設定が進んで

おらず，侵入源となるイネ科植物群落の管理手法について

も明確な基準はない．このため，現状では予防的な薬剤散

布に頼る傾向が強く，防除面積が発生面積を大きく上回る

状況が続いている．しかしながら，このような画一的で予

防的な薬剤散布は，環境負荷の増大，労力・コストの非効

率，薬剤抵抗性発達など様々な負の側面も大きい．また，

担い手の多様化による品種や作期の違い、また、販売戦略

に関係して防除方法･手段にたいする考え方の違いは，一

律の被害許容水準や防除手法ではなく様々な経営スタイ

ルに使用可能な柔軟な防除戦略の提案が求められている． 
このような中で，カスミカメムシ類の効率的防除のため

に二つの視点からのアプローチが求められている．一つは

水田個々もしくは地域全体における発生源管理である．斑

点米被害を増加させる水田周辺環境について，時期，範囲，

植生などの具体的な条件を明らかにすることにより，除草

や薬剤防除についての判断根拠を提示できる．もう一つは

要防除水準の設定である．初期侵入量をもとに被害程度を

推定できれば，斑点米被害発生リスクの低い圃場では薬剤

散布を省略し，リスクの高い圃場において重点的に散布を

行うといった防除のメリハリ化が可能になる．これらのア

プローチを組み合わせて用いることにより，地域全体の薬

剤使用量および被害の低減につながると考えられる．以上

の視点から，既存知見と本試験の結果をまとめ，今後考え

られるアカスジカスミカメの管理技術について考察する． 
 
まず発生源管理手法確立へのアプローチにおいて，水田

周辺のイネ科植物群落はアカスジカスミカメの侵入源と

なり，その位置，植生，管理が水田への侵入に大きく係わ

ることが示された．水田周辺の発生源を監視する際，まず

考慮するべきは発生源が影響を及ぼす範囲である．本研究

では，アカスジカスミカメの発生源からの分散距離は 130 
m 程度と推定された．一方で，700 m 近く離れた水田に

おいても発生源から侵入したと考えられる個体がわずか

に捕獲され，本種が数百メートル単位で分散していること

を示唆していた．アカスジカスミカメの水田内密度に影響

を与える雑草地の範囲を Yasuda et al. (2011) は 300 m
程度，Takada et al. (2012) は 400 m 程度と推定してお

り，本研究の結果を概ね支持していると考えられる．また，

水田への侵入量は発生源に近いほど指数関数的に増加す

ることが示された．これらの結果から，水田から 130 m

以内に発生源が存在するかを考慮し，存在する場合には除

草等の管理を行うか，もしくは発生源に近い水田から優先

して薬剤散布等の対策を講じる必要がある．この際の要防

除範囲や経済的被害許容範囲は，発生源における本種の発

生密度に応じて変化することが推察され，実際に被害がど

の程度の範囲に及ぶかは水田への侵入状況をその都度把

握する必要があると考えられる． 
発生源においては草種，出穂状況，枯死や除草が発生源

および水田におけるアカスジカスミカメの発生・侵入状況

に大きな影響を及ぼしていた．調査した堤防法面では，夏

はイタリアンライグラス，秋はメヒシバが両種のおもな寄

主植物となっており，これらの出穂によりアカスジカスミ

カメおよびアカヒゲホソミドリカスミカメの発生量が増

加した．一方，アカスジカスミカメと比較して穂への依存

性の少ないアカヒゲホソミドリカスミカメは，これらのイ

ネ科植物種が出穂していない場面でも増加が確認され，両

種の産卵・摂食部位の選好性の違いが現れていた．イタリ

アンライグラスの出穂は，千葉県ではイネの出穂時期と重

なるため，水田侵入量や斑点米被害への影響も大きいと推

察される．本種がアカスジカスミカメとアカヒゲホソミド

リカスミカメの好適寄主であるという報告は多く（林，

1986；菊地・小林，2001；長澤，2007），本県において

もこの両カメムシ種の発生量増加の大きな要因となって

いると考えられた．このような植物種を最重点植生とし，

水田周辺の植生を調査することで斑点米被害リスクを捉

えることが可能と考えられる． 
一方，両カメムシ種に共通の寄主植物にはナガハグサ

（ケンタッキーブルーグラス）Poa pratensis L.，コヌカ

グサ（レッドトップ）Agrostis gigantea Roth，コムギ，

スーダングラス，カモガヤ（オーチャードグラス）Dactylis 
glomerata L.，トウモロコシなどの飼料作物や普通作物も

含まれている．また，そのほかにも水田周辺には様々なイ

ネ科・カヤツリグサ科植生があり，そのすべての種につい

て両カメムシ種の選好性が解明されているわけではない．

したがって地域の水田周辺に存在する様々なイネ科植生

について，カスミカメムシ類の発生量を増加させる可能性

を明らかにし，警戒すべき植生を特定しておく必要があ

る． 
畦畔の除草は斑点米被害軽減に寄与するとされ（菊池・

小林，2001；寺本，2003；小野ら，2010），本調査にお

いても水田の出穂約 10 日前から収穫期において，堤防法

面で除草や寄主植物の枯死などによりカスミカメムシ類

の発生量が少なくなっている場合には，水田内への侵入量

も少なくなると考えられる事例があった．一方，除草や枯

死のタイミングによっては，逆にカスミカメムシ類にとっ

て好適な出穂条件を助長してしまったり，水田への侵入を

促してしまったりする恐れのあることが示唆された．除草

が頻繁になりすぎるとイネ科植物が優占種になりやすい
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とされ（稲垣ら，2012），過度の除草はカスミカメムシ

類の好適植生を増加させ，地域の発生源を増加させかねな

い．除草作業は労力的な負担が大きく，上述したようにタ

イミングや回数がカメムシの水田への侵入防止効果に大

きく影響すると考えられるため，効率的で効果的な除草時

期を明らかにすることが重要である．寺本（2003）は，

イネ出穂 3 週間前頃と出穂期の 2 回除草が，安田ら（2013）
は出穂前 2～1 週間および出穂後 1～2 週間の 2 回除草が

カメムシの侵入防止効果が高いと報告しており，いずれも

水田の出穂時に，事前に発生源における発生量を低くして

おくこと，その状態をイネの収穫まで維持することが共通

している．カスミカメムシ類が侵入・加害する時期に，事

前に水田周辺の発生量を低く抑えることが重要と考えら

れる．また，Yasuda et al.（2013 a）は 6 月に水田周辺の

雑草地を集中的に除草しておくことにより，その地域のア

カスジカスミカメ個体群密度を減少させることが可能と

述べており，イネの出穂に先駆けて地域の好適植生を減少

させておくことで，地域全体の個体群密度を減少させ，被

害の減少に繋がると示唆される． 
このように，好適植生や分散能力など発生生態の解明に

より，水田周辺の発生源管理に活用可能な知見が得られ

た．一方，実際の発生量は気象条件や前年の産卵数，天敵

生物の密度など様々な影響を受けると考えられる．よりき

め細かな対策を講じるためには個々の水田における初期

侵入量を考慮して最終的な防除要否の判断を行うための

被害予測手法の確立が必要である． 
 
本研究では，千葉県において以前から推奨されていた穂

揃期防除について，その効果を検証するとともに，防除要

否判断に利用可能な被害推定モデルの開発に取り組んだ．

その結果，出穂期におけるすくいとりおよびフェロモント

ラップの捕獲数により，被害が増加する前に２等落等確率

を推定することが可能であった．出穂期におけるすくいと

り捕獲数を用いた被害解析の結果，割れ籾の発生率が低い

ほど穂揃期防除に２等落等確率を低下させる効果が認め

られた．割れ籾率がカスミカメムシ類の被害に与える影響

は大きいという報告は多く（高橋ら，2012），本研究に

おける放飼試験においても割れ籾に側部斑点米が高い割

合で生じることが示された．一方，割れ籾率は気温や施肥

による影響よりも品種による影響が大きことが裏付けら

れ，千葉県において栽培されている主要 3 品種は割れ籾が

発生しにくいことが示された．この 3 品種の割れ籾率を被

害解析に考慮すると，穂揃期防除には 2 等落等確率を低下

させる一定の効果が期待できると推定される． 
一方，無防除条件下における推定の結果から，少発生条

件下において穂揃期防除の有無を判断する場合に考慮す

べき変数は捕獲数のみと考えられた．すくいとりによる捕

獲数を用いた場合には 50 ％逆推定値が 1 頭以下となり，

防除を省略する判断に用いるためには，少発生条件下にお

いて調査精度の高いフェロモントラップ捕獲数を用いる

方が適していると考えられた．併用フェロモントラップ

は，アカスジカスミカメおよびアカヒゲホソミドリカスミ

カメ混在化においても使用が可能であり，被害推定により

２等落等リスクが低いと判断された圃場においては穂揃

い期防除を省略することが可能と推察された． 
 
本研究の中で，様々な課題も見いだされた．一つ目は要

防除水準の設定である．ある一定の基準を超えるか否かの

確率を推定するモデルを用いて要防除水準を設定する場

合，基準をどこに設定するか，また基準を超える確率が

何%となる条件を要防除水準とするかについての入念な

議論が必要となる．米の品質が重要視される現代において

は要防除水準を低く設定せざるを得ない状況にあるとも

言えるが，一方で色彩選別技術の発達・普及や環境保全型

農業への関心の高まり，栽培面積の大規模化など多様な場

面で利用可能な基準が求められている．そのような中では

ある一定の考えの基に要防除水準を一つだけ設定するよ

り，単純なモデルをもとにそれぞれの担い手が実情に合っ

た判断を支援することが必要である． 
二つ目の課題は 2 回目防除の必要性である．本研究では

穂揃期防除要否の判断基準策定を目的とした解析を行っ

たが，アカスジカスミカメ多発条件下や割れ籾多発条件下

では穂揃期防除による効果が十分に得られない場合が想

定された．調査水田における捕獲数分布や栽培品種構成か

ら考慮すると対象水田は少ないと考えられるが，このよう

な場合には小野ら（2010）の様に 2 回目の防除や彩選別

などの対策を追加する必要が生じる． 
三つ目の課題はアカスジカスミカメとアカヒゲホソミ

ドリカスミカメの生態の違いである．本研究では併用フェ

ロモントラップを用いることにより，両種の出穂期前 1 週

間における総捕獲数をもとに被害粒率が 0.1％を超える確

率の推定が可能であった．両種の捕獲数を別々にモデルに

組み込むよりもはるかに単純なモデルであり，現場で利用

しやすいという利点があるが，水田内生態の異なる両種を

一まとめに扱うことには疑問が呈されるだろう．アカスジ

カスミカメは，雑草発生がない限り次世代幼虫の発生は稀

であり（中田，2000；大友ら，2005；片瀬ら，2007），

防除対象の主体は侵入成虫であるのに対し（小野ら，

2010），アカヒゲホソミドリカスミカメ成虫の水田への

侵入は長くは続かず，次世代幼虫が斑点米形成に大きく関

与する（石本，2004）．このように両種は加害生態の異

なるため，初期侵入量と最終的な被害の関係は両種で異な

ることが予想される．本モデルは千葉県内という限られた

地域の限られた発生状況をもとに作成されており，両種そ

れぞれが単独で優占している地域や，本県と混在条件が異

なる地域におけるデータも加味する必要がある．現在まで

に検討されているアカヒゲホソミドリカスミカメ捕獲数

による被害推定モデルでは，本モデルで用いた捕獲時期よ

りも後の捕獲数を用いた推定を目指しており，単純に比較

はできない．より一般的な推定モデルを得るため，検証を

重ねる必要がある． 
四つ目はフェロモントラップと既存手法であるすくい
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とりとの使い分けである．すくいとり調査はクモヘリカメ

ムシなどほかの大型の斑点米カメムシ類，ウンカ類などの

水稲害虫の調査にこれからも利用が続くと考えられる．す

くいとり調査とフェロモントラップによる調査が混在す

る状況や，今まですくいとりで調査していた圃場ですくい

とりに変わりフェロモントラップによる調査を行う場合

も考えられる．先にも述べたがすくいとり捕獲数が少ない

水田においてもフェロモントラップによる捕獲が認めら

れ，低密度条件における発生状況の把握に適していると考

えられたが，逆にすくいとり頭数が非常に多い圃場ではフ

ェロモントラップ捕獲数が頭打ちになる傾向があった．こ

のような傾向を示す理由は解明されておらず，今後原因の

解明が期待される．フェロモントラップは大まかな発生消

長の把握や混在状況の把握は可能と考えられるが，特徴を

十分に認識した上での利用を普及するべきと考えられる． 
五つ目の課題は雌雄による分散動態の違いである．本研

究では，移動分散能力や水田内における生態について，雌

雄で性質が異なることを示唆する結果がいくつか得られ

た．このことは直接防除手法に活かせるかどうかは不明で

あるが，このような雌雄間における生態の違いを明らかに

することは，性フェロモントラップの利用手法の高度化の

みならず，圃場―発生源間を移動する様々な害虫・天敵の

管理手法を確立する上で重要な知見となる可能性がある．  
以上のように，水田および発生源をとりまくアカスジカス

ミカメおよびアカヒゲホソミドリカスミカメの発生生態

の解明，被害推定，合成性フェロモントラップ利用方法の

確立を通し，発生源管理と防除要否判断による防除のメリ

ハリ化による管理体系の構築につながる知見が多く得ら

れた．今後はこのような技術を導入した場合に変化する

様々なリスクやコストについて，多様な担い手が利用する

ための経営的要因を考慮した調査も望まれる． 
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Summary 
 

Studies on Ecology of Stenotus rubrovittatus (Matsumura) (Hemiptera: 
Miridae) and its Forecasting System in Chiba Prefecture 

 

Ai TAKEDA 
 

 
Key words : Stenotus rubrovittatus, sorghum plant bug, stained grain, 

sex attractant pheromone, monitoring 
 

 
The sorghum plant bug, Stenotus rubrovittatus (Matsumura) (Hemiptera: Miridae) and rice 

leaf bug, Trigonotylus caelestialium (Kirkaldy) (Hemiptera: Miridae), are principal pests of rice, 
Oryza sativa L., in Japan, causing pecky rice (kernel spotting). They usually breed and overwinter 
on gramineous plants in grassy fields or meadows, migrate to paddy fields just after rice heading. 
The management of these species depends on preventive pesticide spray because of serious damage 
even if in limited migration. For these reason, habitat manipulation and damage risk estimation 
were needed to be developed for pesticide reduction and damage suppression on landscape level. In 
this study, I clarified population occurrence of both Miridae species causing pecky rice on habitats 
and paddy fields in Chiba prefecture, determinate factors affects pecky rice damages, and made a 
damage estimation model.  

 
1. Population occurrence and habitat manipulation 

S. rubrovittatus and T. caelestialium abundances in habitats were greatly influenced by host 
plant; were increased by the heading of gramineous host plants, especially Italian ryegrass Lolium 
multiflorum Lam., and were decreased by weedings and withering of host plants vegetations. The 
occurrence in a habitat had a heavy impact on the immigration into paddy fields. Keeping habitat 
vegetation inadequate for Miridae species from some weeks before rice heading until harvest can 
decrease Miridae immigration into paddy fields. On the other hands, there is a possibility that 
overweeding induces luxuriation and heading of gramineous host plant or drives Miridae popula-
tions into paddy fields. The average dispersal distance during immigration of estimated to be about 
130 m and its influence may be broader. The immigrant densities in paddy fields increased expo-
nentially as they approached a large-scale habitat of the insect. These facts indicated that the large 
scale habitat a hundred meter within the paddies should be paid enough attention and demands 
improving management. 

 
2. Factors affect pecky rice 

The spotted rice was not caused by S. rubrovittatus infestation just after rice heading, the be-
ginning immigration. The damage estimation by the immigration density at rice heading may in-
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dicate farmers the necessity of pesticide control in rice heading completed. The damage caused by S. 
rubrovittatus differs according to the timing of infestation: infestation during the late grain-filling 
period caused heavier damage than earlier infestations because of split-hull paddies. Split-hull 
paddies are less likely to occur in ‘Koshihikari’, ‘Fusakogane’ and ‘Fusaotome’, main cultivars 
glowed in Chiba prefecture. The possibility of downgrading quality rank was able to be estimated by 
immigration density captured by sweepings at rice heading period. The model indicated that the 
pesticide control in the end of rice heading can suppress the possibility of downgrading in low oc-
currence of split-hull paddies. The model also indicated that in non-pesticide field, the possibility of 
downgrading is above 50 % when only one S. rubrovittatus is captured at rice heading. The inves-
tigation method with higher precision than sweeping is needed to necessity decision of pesticide 
control at the end of rice heading. 

 
3. The synthetic sex pheromone traps for prevalence reconnaissance and damage estimation 

The combination lures of two mirid bugs within one trap could be useful for monitoring occur-
rence of these pests. Pheromone traps were suitable for low density situations when no bugs were 
caught by sweepings. The possibility of downgrading was able to be estimated by immigration den-
sity captured by pheromone traps for one week before rice heading. The estimation curve has a 
more gentle inclination than that with sweeping. This estimation model was useful for necessity 
decision of pesticide control at the end of rice heading. 

 
 

 
 
 


